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ほくほくフィンシャルグループ SX推進部
北海道銀行 経営企画部サステナビリティ推進室

安達 崇人



◆ 気候変動対応強化（GX推進）とともに、国が将来の中心産業と位置付けている半導体や洋上風力
など、次世代産業の支援体制の確立が必要

◆ 一元的な情報収集をすべくSX推進部を設立し、その下部組織として｢GX推進グループ｣と｢次世代
産業支援グループ｣を設立

ほくほくフィナンシャルグループ

経営企画部 営業戦略部 リスク統括部 監査部SX推進部

次世代産業支援グループGX推進グループ

GX推進グループ

自 社
➢ 上場企業としての開示要請に対する対応
➢ リスク管理の高度化
➢ カーボンクレジット創出

取引先
➢ サステナブルファイナンス
➢ 取引先の開示対応支援
➢ 取引先のカーボンニュートラル支援

地 域
➢ 省庁・自治体・事業者との連携
➢ 再生可能エネルギーの情報収集・導入支援
➢ 地域課題解決に向けたルールメイキング

次世代産業支援グループ

次世代

産 業

➢ Rapidus㈱の情報収集

➢ 半導体分野のサプライチェーン分析

➢ Rapidus㈱進出による経済波及効果分析

➢ 半導体産業の集積にかかる周辺産業への対応

 ほくほくFGのSX推進体制

自社の2030年カーボンニュートラル実現と地域のGXを推進するとともに、次世代半導体のような再エネ
電力を活用する国策産業の情報収集を行うことで脱炭素に関連するサプライチェーンを構築し、地域の
価値向上を図る

SX：サステナビリティトランスフォーメーション

ほくほくFGのSX推進体制
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ほくほくFGのCO2排出量削減に向けた取り組み

 自社のCO2排出量を削減する

目標
CO2排出量
（Scope1,2）

2030年度 カーボンニュートラル

地元電力会社と連携して太陽光発電施設で発
電した再エネ電力を銀行で活用

地元電力会社と連携し、太陽光発電所「ほくほく
ソーラーパーク」を建設。北陸銀行・北海道銀行
の店舗で再エネ電力を活用する。

所在地 北海道白糠郡白糠町

年間想定発電量 約2,400MWh

運転開始時期 2024年春ごろ

所在地 富山県富山市西大沢

年間想定発電量 約3,300MWh

運転開始時期 2023年夏ごろ

【第１号ほくほくソーラーパーク】

【第２号ほくほくソーラーパーク】

2013年度比
▲45.2%

【ほくほくFGのCO2排出量の推移】

 お取引先のCO2排出量を把握・削減する

Scope 排出量（t-CO2）

1 4,325

2 12,802

3（カテゴリー15以外） 51,874

3（カテゴリー15） 22,695,000

2022年度グループ全社CO2排出量（国内事業所）

Scope3（カテゴリー15）は銀行の融資先が排出するCO2
排出量の把握・削減に向けてお取引先との対話が重要

Scope1：事業者自らによる温室効果ガスの直接排出(燃料の燃焼、工業プロセス)

Scope2 : 他社から供給された電気、熱・蒸気の使用に伴う間接排出

Scope3 : Scope1、Scope2以外の間接排出(事業者の活動に関連する他社の排出) 

⇒ サプライチェーン排出量＝Scope1排出量+Scope2排出量+Scope3排出量
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SX人材の育成

SX人材育成に向けた制度拡充

SX
コア
人材

脱炭素アドバイザー資格制度の認定事業活用

お試しインターンシップ

サステナビリティトレーニー

チャレンジジョブ制度制度 概要

お試し
インターンシップ

1週間程度から本部業務を
体験できる

サステナビリティ
トレイニー

座学とOJTを実施

チャレンジジョブ制度 SX推進部での勤務を挙手
制で希望可能

自社の体制強化
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お取引先のニーズ

従業員にももっとGX・SXに取り組む必要性を理解させたい

当社グループのソリューション

カードゲーム実施

社内においてGX・SXの整理ができない SDGs評価サービス

社内で対応できる人材がいない 専門人材派遣

既にCO2排出量計測しているが効率的に実施したい

CO2排出量計測の仕方がわからない・計測をしてみたい

商品ごとのCO2排出量計測をしたい

排出量計測クラウドサービス

排出量計測コンサル

サプライチェーン全体のCO2排出量も計測したい

省エネをより推進したい
省エネ診断サービス

太陽光発電設備を設置したい
自家消費型太陽光

PPAスキーム太陽光

様々な削減手法を取り入れたい

イニシャル負担なく太陽光発電設備を設置したい

非化石証書購入

カーボンクレジット購入

コンサル・BM ファイナンス

スリーターゲッツ

ポジティブ・インパクト・ファイナンス

知
る

測
る

削
減
す
る

お取引先の課題を整理する融資商品

中小企業向け

中堅・大企業向け

サステナビリティ・リンク・ローン

お取引先のサステナビリティ施策実施
のための融資商品

グリーンローン

トランジション・ファイナンス

ソーシャルローン

開
示
す
る

採用強化に向け自社の取り組みをしっかりとPRしたい

CDPやTCFDなど対外開示を強化したい

取引先対応のため自社の取り組みをしっかりとPRしたい

開示支援コンサル

ポジティブ・インパクト・ファイナンス

サステナビリティ・リンク・ローン

対外PRに活用可能な融資商品

創
る

省エネや再エネの取り組みの環境価値を売却したい

森林における環境価値を売却したい

カーボンクレジット創出支援
グリーンローン

創出のための設備導入への融資商品

様々なお取引先のニーズ・ステージに応じたSX・GXの課題解決のソリューションをラインナップ

脱炭素を主軸としたSX戦略
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北海道の再生可能エネルギー導入量とポテンシャル

◆ 太陽光、風力、中小水力、地熱等の多様なエネルギー源が存在しており、導入ポテンシャルも全国
トップクラス。

6



北海道の再生可能エネルギー導入量とポテンシャル

◆ 北海道の再エネポテンシャルを活用することで北海道の経済活性効果が期待できる。

ただし、現在は・・・

北海道のポテンシャルを活かせていない

H2

再エネ電力 送電線水素・蓄電池

再エネ電力および再エネ電力を活用する技術
の開発を強化することは北海道の経済活性に
つながる
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H2

再エネ電力開発強化

交通輸送インフラ
の需要増加

技術力の高い
企業・人材集積

グリーンモビリティ普及

蓄電池・水素工場の誘致

SAF※工場誘致

６次化産業推進
北海道ブランド発信

生活インフラ
開発促進

地域産業の活性

教育レベルの向上

GXが実現する北海道の未来（イメージ）

◆ 再エネ開発を起点に産業構造を変革し、経済効果・社会的効果の最大化を目指す

H2

H2

送電線の増強

再エネステーションの拡充

農業・漁業への再エネ活用

再エネ需要企業の誘致

技術集積によるDX促進

ZEB・ZEH

観光

食

次世代半導体
データセンター

フェーズ１

フェーズ２

フェーズ３

資産運用特区として海外の運用会社の
進出を促す

ブレンテッドファイナンス、ファンド、
債務保証等の再エネ開発を支える資金
を呼び込む仕組みづくり

インバウンドの取込み

アウトバウンドの創出※SAF：植物油、廃油等を活用した従来の燃料に比べてライフサイクルでCO2削減効果が高い航空燃料

再エネ開発を起点に多角的に
産業・インフラ拡充に波及

水素・電気運搬船

グリーンエネルギー
の道外・国外への販
売・輸出

製造業割合の増加
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